
モノづくり日本会議

第４回「新エネルギー促進検討会」
燃料電池の現状と可能性探る

　モノづくり日本会議は１月 日、都内で新エ
ネルギー・産業技術総合開発機構（ＮＥＤ
Ｏ）、三菱総合研究所との共催による「第４回
新エネルギー促進検討会『燃料電池』」を開い
た。
　冒頭、司会の橋本道雄ＮＥＤＯ新エネルギー
部長が「東日本大震災以降、電力需給逼迫（ひ
っぱく）への対応や自律分散型エネルギー社会
の構築が求められており、再生可能エネルギー

などを活用する燃料電池の導入が国家的課題の
一つとなっている」と述べた。また、「家庭用
燃料電池は補助金により年間 台程度が導入
されており、燃料電池搭載の自動車は 年に
は実用化される見通しだ と強調 そのうえで橋
本部長は「一層の普及に向けコストダウンや標
準化の進展が望まれる。ＮＥＤＯはさまざまな
プロジェクトを通じて、各種燃料電池の技術開
発や導入 普及を支援していきたい と語った

意見交換会

新
エ
ネ
ル
ギ
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産
業
技
術
総
合
開
発
機
構
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
部
長
橋
本
道
雄
氏

Ｊ
Ｘ
日
鉱
日
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
開
発
本
部
中
央
技
術
研
究
所
水
素
・
Ｆ
Ｃ
研
究
所
長
浜
田
陽
氏

ＪＸ日鉱日石エネルギーにおける家庭用燃料電池の取り組み三
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工
業
原
動
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事
業
本
部
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事
業
推
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部
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長
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総
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研
究
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Ｖ
シ
ス
テ
ム
研
究
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研
究
員
酒
井
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正
氏

三
菱
総
合
研
究
所
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
本
部
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
・
主
席
研
究
員
志
村
雄
一
郎
氏

ＳＯＦＣ小型トリプルコンバインドサイクルシステムの開発状況と今後の展開

日産自動車における燃料電池自動車の研究開発への取り組み燃料電池ビジネスの現状と将来

再
生
エ
ネ
で
水
素
製
造
／
普
及
促
進
へ
補
助
金
必
要

国
の
総
合
戦
略
重
要
に

　
三
菱
総
合
研
究
所
の
志
村
主
席

研
究
員
を
進
行
役
に
、
メ
ー
カ
ー

の
講
師
３
人
が
意
見
交
換
を
行
っ

た
。
主
な
や
り
と
り
は
次
の
通

り
。

敬
称
略

　
志
村
　
２
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ

る
水
素
の
製
造
に
は
さ
ま
ざ
ま
な

方
法
が
あ
る
。

　
小
林

三
菱
重
工
業

　
当
面

は
天
然
ガ
ス
の
よ
う
な
化
石
燃
料

か
ら
つ
く
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
そ

の
次
は
や
は
り
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
か
ら
と
い
う
こ
と
に
な
ろ

う
。
海
外
で
つ
く
る
な
ら
輸
送
の

方
法
・
手
段
が
重
要
だ
。

　
浜
田

Ｊ
Ｘ
日
鉱
日
石
エ
ネ
ル

ギ
ー

　
当
社
は
石
油
精
製
で
必

要
と
な
る
大
量
の
水
素
を
、
製
油

所
内
で
製
造
し
て
い
る
。
現
在
検

討
さ
れ
て
い
る
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
で
は
、
こ
う
し
た
水
素
を
使
う

こ
と
を
考
え
て
い
る
。

　
酒
井

日
産
自
動
車

　
二
酸

化
炭
素

Ｃ
Ｏ
２

削
減
に
向
け

て
は
将
来
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
で
水
素
を
つ
く
る
必
要
が
あ

る
。
お
客
さ
ま
に
コ
ス
ト
面
で
受

け
入
れ
て
も
ら
え
る
か
ど
う
か
が

大
き
い
。

　
志
村
　
水
素
を
活
用
し
て
燃
料

電
池
を
普
及
さ
せ
る
た
め
、
ど
ん

な
技
術
的
悩
み
が
あ
る
の
か
。

　
酒
井
　
燃
料
電
池
車
を
大
量
普

及
さ
せ
る
に
は
技
術
面
に
よ
る
コ

ス
ト
ダ
ウ
ン
が
不
可
欠
。
当
社
は

ダ
イ
ム
ラ
ー
、
フ
ォ
ー
ド
と
燃
料

電
池
シ
ス
テ
ム
を
共
同
開
発
し
、

設
備
や
資
産
を
共
有
化
し
て
価
格

を
抑
え
、
市
場
投
入
を
目
指
し
た

い
。

　
浜
田
　
家
庭
用
燃
料
電
池
は
電

池
本
体
な
ど
主
要
構
成
機
器
の
性

能
を
確
保
し
つ
つ
、
コ
ス
ト
ダ
ウ

ン
を
図
る
必
要
が
あ
る
。
貯
湯
ユ

ニ
ッ
ト
も
現
在
は
高
価
だ
が
、
顧

客
に
不
満
を
感
じ
さ
せ
な
い
レ
ベ

ル
で
の
機
器
の
絞
り
込
み
や
共
通

化
も
進
め
て
い
き
た
い
。

　
小
林
　
普
及
促
進
に
は
国
な
ど

の
補
助
金
が
必
要
だ
し
、
メ
ー
カ

ー
側
の
自
助
努
力
に
よ
る
技
術
開

発
も
大
事
。開
発
普
及
の
初
期
段

階
の
デ
ス
バ
レ
ー

死
の
谷

を

ど
う
乗
り
越
え
る
か
。
中
国
な
ど

海
外
勢
の
追
い
上
げ
に
対
応
す
る

に
は
、
国
と
し
て
の
総
合
的
な
戦

略
は
極
め
て
重
要
だ
ろ
う
。

　
志
村
　
同
じ
燃
料
電
池
で
あ
っ

て
も
各
社
に
は
目
指
す
方
向
の
違

い
も
あ
る
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

既築市場の置き換えニーズに対応

　
当
社
は
石
油
か
ら
液
化
石
油
ガ

ス

Ｌ
Ｐ
Ｇ

、
石
炭
、
天
然
ガ

ス
ま
で
の
１
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
総

合
的
に
取
り
扱
っ
て
い
る
。
顧
客

が
使
い
や
す
い
よ
う
に
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
変
換
し
て
お
届
け
す
る
企
業

と
い
う
こ
と
も
で
き
る
。
「
創
エ

ネ
事
業
」
の
中
核
商
品
と
し
て
家

庭
用
燃
料
電
池
を
持
っ
て
い
る
。

　
燃
料
電
池
は
１
９
８
６
年
に
ま

ず
要
素
研
究
に
着
手
し
た
。
家
庭

用
の
研
究
は
２
０
０
０
年
ご
ろ
か

ら
で
、

年
か
ら
は
業
界
の
共
通

呼
称
「
エ
ネ
フ
ァ
ー
ム
」
で
販
売

を
行
っ
て
い
る
。
シ
ス
テ
ム
の
心

臓
部
で
あ
る
燃
料
電
池
本
体
の
種

類
に
よ
っ
て
、
固
体
酸
化
物
形
の

Ｓ
Ｏ
Ｆ
Ｃ
と
固
体
高
分
子
形
の
Ｐ

Ｅ
Ｆ
Ｃ
の
２
タ
イ
プ
が
あ
る
。

　
エ
ネ
フ
ァ
ー
ム
の
魅
力
は
や
は

り
省
エ
ネ
性
と
経
済
性
に
あ
る
。

電
気
と
お
湯
を
同
時
に
供
給
で
き

る
た
め
、
当
社
の
Ｓ
Ｏ
Ｆ
Ｃ
タ
イ

プ
の
場
合
、
家
庭
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

使
用
形
態
に
も
よ
る
が
、
最
大
３

割
程
度
の
１
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
削

減
が
可
能
と
な
る
。

　
販
売
に
あ
た
っ
て
は
補
助
金
を

は
じ
め
行
政
の
支
援
を
い
た
だ
い

て
い
る
が
、
最
大
の
課
題
は
機
器

の
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
と
い
え
る
。
ま

た
、
現
在
は
住
宅
の
新
築
市
場
が

大
半
だ
が
、
今
後
は
既
築
市
場
の

置
き
換
え
ニ
ー
ズ
や
集
合
住
宅
向

け
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。
補
助

金
の
申
し
込
み
状
況
か
ら
推
定
す

る
と
、
エ
ネ
フ
ァ
ー
ム
の
普
及
台

数
は

年
度
に
４
万
台
を
超
え
る

だ
ろ
う
。

年
度
は
累
計
１
４
０

万
台
、

年
度
に
は
２
５
０
万
台

の
普
及
見
通
し
も
な
さ
れ
て
お

り
、
大
き
く
育
て
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

マイクロガスタービンと組み商品化

　
固
体
酸
化
物
形
燃
料
電
池

Ｓ

Ｏ
Ｆ
Ｃ

小
型
ト
リ
プ
ル
コ
ン
バ

イ
ン
ド
シ
ス
テ
ム
の
開
発
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
Ｓ
Ｏ
Ｆ
Ｃ
は
天
然

ガ
ス
を
使
っ
て
最
高
効
率
の
発
電

を
実
現
で
き
る
。
燃
料
電
池
な
ら

化
学
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
電
気
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
直
接
変
換
で
き
、
理
論
上

の
発
電
効
率
は

％
に
も
な
る
。

　
従
来
、
燃
料
を
燃
や
し
て
熱
に

変
え
、
こ
の
熱
か
ら
蒸
気
を
つ
く

っ
て
蒸
気
タ
ー
ビ
ン
を
回
し
、
そ

の
回
転
か
ら
発
電
機
で
電
気
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
つ
く
る
と
い
う
３
段
階

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
変
換
を
し
て
い

た
。
こ
の
た
め
変
換
の
た
び
に
ロ

ス
が
発
生
し
た
。
燃
料
電
池
の
良

さ
の
う
え
に
、
Ｓ
Ｏ
Ｆ
Ｃ
は
大
規

模
発
電
設
備
か
ら
小
規
模
分
散
電

源
ま
で
の
幅
広
い
設
備
容
量
に
お

い
て
、
高
効
率
発
電
が
可
能
で
高

耐
久
性
の
特
徴
を
持
つ
。
ト
ヨ
タ

自
動
車
さ
ん
の
マ
イ
ク
ロ
ガ
ス
タ

ー
ビ
ン
と
組
み
合
わ
せ
た
商
品
化

を
い
ち
早
く
進
め
て
い
こ
う
と
考

え
て
い
る
。

　
当
社
は
２
０
０
７
年
度
当
時
、

Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
の
委
託
研
究
の
中
で

「
２
０
０

級
Ｓ
Ｏ
Ｆ
Ｃ
―
Ｍ

Ｇ
Ｔ
コ
ン
バ
イ
ン
ド
サ
イ
ク
ル
シ

ス
テ
ム
」
の
検
証
機
を
つ
く
っ

た
。
Ｓ
Ｏ
Ｆ
Ｃ
と
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン

の
複
合
発
電
で
あ
り
、
最
大
出
力

は
２
２
９

、
同
等
ク
ラ
ス
で

は
最
高
の
送
電
端
効
率

・
１
％

で
と
も
に
世
界
最
高
レ
ベ
ル
を
達

成
し
た
。

　

年
度
に
は
、
分
散
型
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
シ
ス
テ
ム
の
公
開
実
証
を

始
め
た
。
目
下
の
と
こ
ろ
、
シ
ス

テ
ム
の
簡
素
化
や
自
動
化
、
コ
ス

ト
低
減
、
Ｓ
Ｏ
Ｆ
Ｃ
が
抱
え
る
起

動
特
性
な
ど
の
課
題
の
改
善
を
進

め
て
い
る
。

水素貯蔵システム小型・軽量化課題

　
当
社
は
２
０
５
０
年
に
、
自
動

車
か
ら
排
出
さ
れ
る
二
酸
化
炭
素

Ｃ
Ｏ
２

を
２
０
０
０
年
比

％
削
減
す
る
目
標
を
掲
げ
る
。
現

在
あ
る
ガ
ソ
リ
ン
車
、
デ
ィ
ー
ゼ

ル
車
と
も
、
改
良
し
て
も
３
割
減

し
か
見
込
め
な
い
。
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
自
動
車

Ｈ
Ｖ

で
さ
え
、
約

５
割
減
ま
で
し
か
期
待
で
き
な

い
。

％
減
ま
で
到
達
で
き
る
の

は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ

っ
て
つ
く
ら
れ
る
水
素
や
電
気
を

使
う
燃
料
電
池
車

Ｆ
Ｃ
Ｅ
Ｖ

や
、
電
気
自
動
車

Ｅ
Ｖ

と
考

え
て
い
る
。

　
Ｆ
Ｃ
Ｅ
Ｖ
は
基
本
的
に
は
Ｅ
Ｖ

で
あ
り
、

年
の
投
入
に
向
け
て

量
産
型
の
燃
料
電
池
を
開
発
す
る

な
ど
準
備
を
進
め
て
い
る
。

年

に
は
ほ
ぼ
ガ
ソ
リ
ン
車
並
み
の
加

速
性
能
、
航
続
距
離
を
実
現
し
て

い
る
。

　
電
池
と
い
う
と
簡
単
な
も
の
に

思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
多

く
の
シ
ス
テ
ム
や
部
品
で
構
成
さ

れ
て
い
る
。
実
は
な
か
な
か
複
雑

な
仕
組
み
。
高
圧
タ
ン
ク
な
ど
も

大
き
い
た
め
、
コ
ス
ト
が
か
さ
み

が
ち
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
課
題

だ
。

　
水
素
を
扱
う
た
め
に
安
全
対
策

に
は
万
全
を
期
し
て
い
る
。
普
及

に
向
け
て
は
燃
料
電
池
ス
タ
ッ
ク

な
ど
機
器
・
部
品
の
コ
ス
ト
低

減
、
水
素
貯
蔵
シ
ス
テ
ム
の
小
型

化
・
軽
量
化
と
い
っ
た
課
題
が
あ

り
、
研
究
開
発
の
継
続
が
欠
か
せ

な
い
。

　
水
素
を
ク
ル
マ
に
供
給
す
る
水

素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は

年
に
１
０

０
カ
所
、

年
に
は
５
０
０
０
カ

所
設
置
す
る
構
想
が
あ
り
、
行
政

や
企
業
な
ど
関
係
者
間
で
の
協
力

が
極
め
て
重
要
だ
。

家庭用、コストダウンで普及に弾み

　
こ
こ
で
は
、
燃
料
電
池
市
場
の

現
状
を
お
話
し
し
た
い
。
燃
料
電

池
に
は
定
置
用
や
移
動
体
用
、
ポ

ー
タ
ブ
ル
型
と
い
っ
た
タ
イ
プ

別
、
家
庭
用
や
産
業
用
、
自
動
車

用
と
い
っ
た
用
途
別
で
さ
ま
ざ
ま

な
も
の
が
あ
る
。

　
家
庭
用
燃
料
電
池
は
や
は
り
機

器
の
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
が
ポ
イ
ン
ト

と
い
え
る
。
年
明
け
に
２
０
０
万

円
を
切
る
シ
ス
テ
ム
が
発
売
さ
れ

た
。
２
０
０
９
年
ご
ろ
だ
と
３
０

０
万
―
３
５
０
万
円
程
度
し
て
い

た
の
が
２
０
０
万
円
以
下
と
な

り
、
国
の
目
標
で
あ
る

万
円
に

向
け
て
着
実
に
価
格
が
下
が
っ
て

き
て
い
る
。
市
場
は
極
め
て
大
き

く
、
順
調
に
価
格
が
下
が
っ
て
い

け
ば
う
ま
く
普
及
し
て
い
く
の
で

は
な
い
か
と
思
う
。

　
燃
料
電
池
車
に
つ
い
て
は
、
地

球
環
境
や
地
域
の
環
境
・
資
源
制

約
な
ど
か
ら
新
し
い
自
動
車
観
が

求
め
ら
れ
て
い
る
中
で
注
目
さ
れ

る
。
新
興
国
市
場
は
成
長
が
見
込

ま
れ
て
お
り
、
今
後
大
都
市
で
の

交
通
渋
滞
な
ど
の
問
題
が
出
て
く

る
。
電
動
化
に
よ
る
省
エ
ネ
の
動

き
は
必
要
で
あ
り
、
イ
ン
フ
ラ
の

整
備
に
は
政
府
支
援
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。

　
優
れ
た
技
術
力
を
持
つ
燃
料
電

池
関
連
業
界
は
新
た
な
日
本
の
輸

出
産
業
と
な
り
う
る
。
燃
料
電
池

は
複
雑
な
シ
ス
テ
ム
で
あ
っ
て
モ

ジ
ュ
ー
ル
で
は
な
い
の
で
、
新
興

国
企
業
が
い
き
な
り
追
い
つ
く
の

は
難
し
い
の
で
は
な
い
か
。
国
内

メ
ー
カ
ー
が
さ
ら
に
開
発
力
を
磨

き
、
成
長
を
遂
げ
る
に
は
、
日
本

の
足
元
の
規
制
緩
和
が
重
要
だ
と

考
え
る
。

　　 ２０１３年 平成２５年 ２月２６日 火曜日 　　 （ ）


